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こ
の
た
び
大
役
を
仰
せ

つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
日
を
増
す
ご
と
に

役
割
と
責
任
の
大
き
さ
に

肩
の
荷
の
重
さ
を
感
じ
て

心
会
会
員
の
平
均
年
齢
は
７
４
・
５
歳
、
今
後
高
齢
、

体
調
不
良
を
理
由
と
し
て
退
会
者
が
年
々
増
加
す
る
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
新
入
会
者
が
現
状
程
度
の
数
で

あ
れ
ば
、
近
い
将
来
、
日
本
詩
吟
学
院
の
認
可
団
体
認

定
基
準
で
あ
る
１
５
０
人
以
上
を
満
た
さ
な
く
な
り
、

伝
統
あ
る
「
碩
心
会
」
も
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
「
吟
技
の
向
上
」
の

た
め
に
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
成
果
を
出
す
だ
け
で
は
な
く

「
聴
く
者
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
吟
」
の
実

現
を
さ
せ
る
に
は
、
良
き
指
導
者
の
も
と
で
の
各
人
の

た
ゆ
ま
ぬ
練
習
に
加
え
、
若
い
血
の
加
入
が
不
可
欠
と

思
い
ま
す
。

　
「
碩
心
」
前
号
で
、
上
村
会
長
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
２
年
後
の
創
立
80
周
年
を
会
員
数
２
０
０
名
体

制
で
迎
え
る
に
は
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
親
戚
、
友
人
、
知

己
に
詩
吟
の
楽
し
み
、
良
さ
を
語
り
掛
け
、
こ
の
２
年

間
に
各
人
が
少
な
く
と
も
一
人
は
新
入
会
員
を
誕
生
さ

せ
て
い
こ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

他
人
任
せ
で
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
だ
け
で
は
前

進
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

  

副
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

  

副
会
長　

有
友 

嘉
岳

お
り
ま
す
。
磯
村
岳
朋
、
髙
橋
岳
之
両
先
輩
と
の
副
会

長
三
人
体
制
と
な
り
ま
す
が
、
私
は
主
に
総
務
・
広
報

業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
本
年
、
碩

心
会
は
神
奈
川
岳
風
連
合
会
吟
詠
大
会
、
相
州
岳
風
連

合
吟
詠
大
会
の
開
催
幹
事
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
年
末

ま
で
準
備
に
多
忙
を
極
め
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、碩
心
会
は
以
前
か
ら
「
会
員
の
増
強
」
と
「
吟

力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
を
目
標
と
し
て
お
り
、
会
長
以

下
日
頃
か
ら
常
任
理
事
会
を
核
に
し
て
普
及
部
が
主
に

「
レ
ッ
ツ
詩
吟
」、
教
務
部
は
「
吟
道
講
座
」
や
「
師
範

研
究
・
研
修
会
」
な
ど
を
通
し
て
目
標
達
成
に
向
け
て

工
夫
と
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
一
朝
一
夕
に
は
実

現
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
「
会
員
の
増
強
」
で
す
が
本
年
９
月
現
在
の
碩

　

こ
の
度
、
葉
山
地
区
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
根
岸

岳
啓
で
す
。
任
期
途
中
で

の
異
動
で
驚
き
と
共
に
、

私
に
は
荷
が
重
く
プ
レ
ッ

  

葉
山
地
区
長
を
拝
命
し
て

　
　
　
　
　
　

  

葉
山
地
区
長　

根
岸 

岳
啓

シ
ャ
ー
で
し
た
が
、幸
い
に
し
て
留
任
の
副
地
区
長（
中

山
辰
山
・
吉
田
桜
山
）
そ
し
て
新
任
の
山
本
新
岳
さ
ん

共
に
優
秀
な
方
々
を
迎
え
て
頂
け
た
の
で
、
会
長
始
め

諸
先
生
方
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
頑
張
る
覚
悟
で

す
。
総
会
後
前
任
者
の
行
谷
隆
岳
先
生
よ
り
引
継
ぎ
を

行
い
ま
し
た
が
、
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
た
書
類
を
頂
き

感
銘
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
区
長
の
仕
事
の
ひ
と
つ
「
吟
詠
と
詩
舞
の
集
い
」、

今
年
は
逗
子
地
区
担
当
な
の
で
、
一
緒
に
勉
強
さ
せ
て

頂
き
、
来
年
は
会
員
の
方
々
と
共
に
楽
し
む
吟
詠
が
出

来
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
る
人
が
「
天
才
は
努
力
す
る
者
に
勝
て
ず
、
努
力

す
る
者
は
楽
し
む
者
に
勝
て
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
楽
し
ん
で
頂
け
る
大
会
に
し
た
い
の
で
ご
提
案
等

あ
り
ま
し
た
ら
ご
一
報
下
さ
い
。

　

福
祉
施
設
の
慰
問
も
検
討
中
で
す
。
そ
の
時
は
訪
問

先
の
担
当
者
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
入
所
者
の
方
々
に

喜
ん
で
頂
け
る
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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６
月
27
日
（
土
）、
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
に
於
い

て
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
秋
に
開
か

れ
る
吟
詠
と
詩
舞
の
集
い
と
共
に
碩
心
会
の
全
員
参
加

の
大
イ
ベ
ン
ト
。
日
頃
、
吟
道
修
得
に
励
ん
だ
成
果
の

発
表
会
。
出
吟
者
は
160
名
に
及
ぶ
。

　

式
典
で
上
村
岳
章
新
会
長
は
「
碩
心
会
は
平
成
29
年

に
創
立
80
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
時
に
は
200
名
を
超
え

る
会
員
と
各
人
の
吟
力
の
底
上
げ
を
図
り
、
記
念
大
会

を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
、
こ
れ
に
先
立
つ
許

証
授
与
で
は
一
層
の
精
進
と
期
待
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
は
独
吟
と
競
吟
を
中
心
に

据
え
て
吟
詠
の
み
。
独
吟
の
部
で
は
「
新
会
員
」「
青

   
第
35
回 

碩
心
会
吟
詠
温
習
会

少
年
」「
一
般
」「
師
範
」「
役
員
」
に
区
分
、
加
え
て

「
一
般
連
吟
」。順
を
追
っ
て
聴
く
こ
と
で
吟
技
の
錬
成
、

習
得
度
が
分
か
り
や
す
く
、
今
後
の
稽
古
の
指
標
を
得

る
機
会
に
も
な
っ
た
。
連
吟
コ
ン
ク
ー
ル
は
24
チ
ー
ム

の
う
ち
、
８
チ
ー
ム
が
入
賞
＝
真
澄
（
菊
池
・
青
木
・

高
橋
）
滝
の
坂
（
広
瀬
・
沼
田
・
今
井
）
真
澄
（
森
・

星
野
・
石
渡
）
酔
吟
（
佐
藤
・
今
井
・
大
塚
）
真
澄
（
町

田
・
森
田
・
新
井
）
渚
（
久
永
・
常
盤
・
鈴
木
）
酔
吟
（
山

崎
・
植
草
・
鈴
木
）
渚
（
原
田
・
今
原
・
三
並
）。
上

村
審
査
委
員
長
の
講
評
＝
吟
法
の
基
本
は
言
う
に
及
ば

な
い
が
、
吟
詠
に
共
鳴
を
呼
ぶ
に
は
マ
イ
ク
の
使
い
方

を
研
究
す
る
こ
と
も
大
切
、
と
の
指
摘
。
一
年
の
半な
か
ば

に
開
催
さ
れ
る
温
習
会
は
中
間
試
験
の
趣
お
も
む
き、
緊
張
と
熱

気
に
包
ま
れ
る
。
こ
の
余
韻
を
明
日
の
吟
力
ア
ッ
プ
に

行
事
予
定

神
奈
川
岳
風
連
合
会
吟
詠
大
会

　

日
時　

10
月
12
日
（
月
）
開
会
９
時
45
分

　

場
所　

横
須
賀
市
文
化
会
館

第
126
回
全
国
吟
道
大
会

　

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
開
会
９
時
30
分

　

場
所　

熊
本
市
民
会
館

現
代
名
吟
鑑
賞
会

　

日
時　

11
月
１
日(

日
）
開
会
13
時

　

場
所　

日
本
教
育
会
館

逗
子
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
秋
季
発
表
大
会

　

日
時　

11
月
３
日
（
火
）
開
会
10
時

　

場
所　

逗
子
市
文
化
プ
ラ
ザ
・
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

葉
山
町
文
化
祭

　

日
時　

11
月
15
日
（
日
）
開
会
12
時
30
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
７
回
相
州
岳
風
連
合
吟
詠
大
会

　

日
時　

11
月
22
日
（
日
）
開
会
10
時
15
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

碩
心
会 

吟
詠
と
詩
舞
の
集
い

　

日
時　

11
月
28
日
（
土
）
開
会
10
時
15
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

滝
の
坂
支
部 

創
立
40
周
年
記
念 

吟
の
集
い

　

日
時　

12
月
４
日
（
金
）

　

場
所　

葉
山
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
Ｃ
33 

繋
げ
た
い
。　

夜

来
の
雨
も
午
後
に

は
青
空
が
覗
く　

　
　
　

常
盤
仙
山

新会員吟詠

オープニング

許証授与

師範吟詠

連吟コンクール
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９
月
18
日
、
神
奈
川
で
６
回
目
の
大
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
碩
心
会
男
性
８
名
で
楓
橋
夜
泊
・
張
継
を
大

合
吟
で
大
い
に
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
全
国

的
に
開
か
れ
て
い
る
「
尚
歯
会
」
だ
が
、
そ
の
先
鞭
を

つ
け
た
の
が
神
奈
川
で
し
た
。
５
年
前
の
第
１
回
大
会
、

鶴
見
公
会
堂
に
参
加
し
、私
は
独
吟
で
国
分
青
崖
の
「
紅

葉
館
饗
飲
席
上
率
賦
」
を
吟
じ
ま
し
た
。

　

仰よ
く
よ
く々
「
尚
歯
会
」
が
高
齢
吟
者
を
奮
起
さ
せ
る
所
以

は
、
そ
の
古
い
由
緒
に
あ
る
と
思
う
。
唐
代
８
４
５
年

に
当
時
74
歳
の
白
楽
天
が
自
邸
に
長
老
６
名
を
招
い
て

詩
歌
吟
詠
の
会
を
催
し
た
の
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す

（「
白
氏
文
集
」）。
こ
れ
が
伝
え
ら
れ
る
や
、
８
７
７
年

３
月
、
南
淵
大
納
言
が
京
の
小
野
山
荘
で
舶
来
の
「
白

楽
天
尚
歯
会
屏
風
絵
」
を
得
て
、
正
客
と
陪
席
に
よ
る

長
寿
と
健
康
を
祝
う
、
一
流
の
吟
士
に
よ
る
宴
を
催
し

た
の
が
我
が
国
の
尚
歯
会
の
始
め
（「
本
朝
文
粋
」）
と

言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
父
祖
以
来
の
文
士
で
あ
る

当
時
33
歳
の
菅
原
道
真
も
参
加
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
人
生
に
定
年
な
し
」
の
心
意
気
で
吟
道
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
す
る
尚
歯
会
の
使
命
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た

大
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

先
進
の
金か
な
が
わ川　

万
里
翺か

け
る

　

丹
心　

相あ
い
し識
る　

共
に
遊ゆ
う
ご
う遨
す

　

浩
然
た
る
気き
い
ん韻　

詩
も
て
志
を
言
う

　

尚
歯
の
謳お
う
ぎ
ん吟　

意　

転う
た
た
高
し　
（
仄
起
・
四
豪
韻
）

　

平
成
27
年
８
月
22
日
（
土
）
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

に
お
い
て
標
記
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
講
は
行
谷
隆
岳
先
生
に
よ
る
菅
原
道
真
の
絶

句
「
八
月
十
五
夜
月
前
に
旧
を
語
る
」
次
い
で
「
自
詠
」

に
つ
い
て
夫
々
作
成
さ
れ
た
背
景
、
基
礎
的
な
吟
じ
方

に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
講
は
内
山
岳
青
先
生
に
よ
る
陶
潜
の
「
雑
誌
」

の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
生
は
ユ
ー
モ
ア
も
あ
っ
て
面
白
い
と
漢
詩
で
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
「
止
め
」「
二
句
三
息
」
の
呼

吸
法
等
を
体
得
し
、
中
・
高
音
に
つ
い
て
は
特
に
こ
だ

わ
る
必
要
は
な
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
三
講
は
半
間
岳
雨
先
生
に
よ
る
俳
諧
歌
一
茶
の

「
降
り
し
け
る
」「
は
づ
か
し
や
」
の
講
義
が
あ
り
ま
し

た
。
先
生
は
吟
を
柔
ら
か
く
す
る
た
め
、
平
成
24
年
以

来
上
諏
訪
で
俳
諧
歌
講
習
を
受
け
ら
れ
、
濱
岳
優
先
生

直
伝
の
指
導
内
容
を
理
解
容
易
に
実
技
を
中
心
に
指
導

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
四
講
は
上
村
会
長
に
よ
る
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
よ

り
「
最
上
川
」
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
最
上
川
は
日

本
三
急
流
の
一
つ
で
当
時
川
を
通
っ
て
物
を
運
び
日
本

海
に
至
っ
て
い
た
。
中
七
を
「
集
め
て
涼
し
」
が
「
集

め
て
早
し
」
と
力
強
い
内
容
に
変
え
ら
れ
た
。
仙
人
堂

に
は
義
経
の
家
臣
が
祀
ら
れ
、
芭
蕉
の
義
経
に
対
す
る

思
い
が
窺
え
る
。
陰
旋
律
か
ら
陽
旋
律
に
変
わ
る
要
領

等
理
解
容
易
な
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。　

 

髙
見
湘
岳

  

全
国
俳
諧
歌
吟
詠
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池 

世
岳

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
そ
れ
は
始
ま
っ
た
。
ど
れ
程
練

習
を
重
ね
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
十
人
の
息
が
ピ
タ
リ
と

合
い
、
穏
急
強
弱
節
調
迄
見
事
に
仕
上
げ
ら
れ
た
組
も

有
り
、
吟
者
の
心
が
伝
わ
り
来
る
。
感
動
の
波
が
押
し

寄
せ
る
！　

合
吟
競
吟
の
部
の
事
で
あ
る
。

　

課
題
は
只
ひ
と
つ
「
老
木
桜
」。
ど
ん
な
老
木
桜
を

描
い
て
く
れ
る
の
か
と
胸
が
踊
っ
た
。
そ
し
て
期
待
ど

お
り
に
多
々
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
た
。
ひ
っ
そ
り
と

然
し
確
か
に
咲
く
桜
。
老
い
た
姿
を
誇
る
が
如
く
晴
れ

や
か
に
咲
く
桜
。
計
算
さ
れ
た
か
の
如
く
ピ
シ
ッ
と
合

う
吟
。
異
な
っ
た
吟
調
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
等
、
思
い

入
れ
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
合
吟
で
こ
こ

迄
感
情
表
現
が
出
来
る
も
の
と
初
め
て
知
り
、
身
震
い

し
た
。
更
に
、
同
じ
時
を
全
国
の
仲
間
が
こ
の
一
題
に

取
り
組
ん
で
来
た
事
を
思
う
と
、
何
と
素
晴
ら
し
い
事

か
！ 

企
画
担
当
者
に
拍
手
を
送
り
た
い
。
ま
た
独
吟
、

一
般
合
吟
も
素
晴
ら
し
く
、
新
鮮
さ
と
感
動
を
頂
い
た

大
会
で
あ
っ
た
。
同
会
場
に
東
北
の
知
人
達
が
今
年
も

参
加
。
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
た
。
次
回
迄
に
は
何
と

か
上
達
し
て
お
き
た
い
も
の
だ
と
心
に
誓
う
。
碩
心
会

の
目
標
〝
吟
技
の
向
上
〟
が
脳
裏
に
焼
き
付
く
大
会
で

も
あ
っ
た
。
当
会
か
ら
は
本
部
役
員
を
含
む
７
名
が
参

加
。
各
々
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
き
入
り
、
有
意
義
な
時

を
過
ご
し
た
。

 
尚
歯
会
神
奈
川
吟
詠
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

  

滝
の
坂
支
部　

坂
上 

葉
風

　
夏
季
吟
道
講
座
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編
集
後
記

　　27 年９月現在 会員数
 逗子地区 １０９名
 葉山地区 ７５名
 合　　計 １８４名

　

今
夏
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
巨

大
災
害
が
日
本
・
世
界
各
地
で
起

こ
り
、
自
然
災
害
に
対
処
す
る
情

報
の
伝
達
、
地
域
防
災
の
必
要
を

感
じ
ま
し
た
。

　

来
る
「
吟
詠
と
支
部
の
集
い
」

に
は
ご
家
族
、
友
人
、
知
人
等
多

数
の
方
に
い
ら
し
て
頂
き
、
詩
吟

を
通
し
て
人
と
人
の
輪
も
紡
い
で

行
き
た
い
で
す
ね
。　

広
報
部

会　員　の　う　ご　き
＊入会（８月１日付）
　198 堀

ほ っ た
田 零

れ い じ
士 （滝の坂）葉山町下山口　紹介者　南郷中

　学での詩吟　体験学習、レッツ詩吟
＊入会（９月１日付）　
　199 北

きたむら
村 淑

よ し こ
子 ( 東伏見）葉山町一色　紹介者　有友 嘉岳

＊退会
　73 池田 昭岳（真澄）　176 工藤 明久（篁風）　186 樋口 
　京子（篁風）　192 中條 千代子（紫陽花）　196 鈴木 健二
　（紫陽花）
＊教場変更（やよい支部）
　逗子市民交流センター → 逗子久木公民館
＊支部編入
　諏訪支部を諏訪教場とし滝の坂支部に編入

　

６
月
25
日
、
葉
山
町
立
南

郷
中
学
校
２
年
生
対
象
の

体
験
学
習
の
詩
吟
教
室
に

２
名
が
参
加
。
当
日
は
１

時
間
、
中
国
の
漢
詩
と
歴
史

の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
「
春

暁
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た

後
、
簡
単
な
符
付
け
と
大

き
な
声
を
出
す
事
を
教
え
、

何
回
か
繰
り
返
し
吟
じ
た
。

２
時
間
目
は
俳
句
「
閑
さ

  
碩
心
会
に
新
た
に
中
学
生
が
入
会

　
　
　
　
　
　
　

青
少
年
副
部
長　

加
藤 

典
山

や
」「
古
池
や
」
の
二
題
を
朗
詠
、
宿
題
と
し
て
あ
っ

た
自
作
の
俳
句
に
、
会
長
が
符
付
け
を
し
各
自
発
表
、

池
田
龍
平
君
は
「
二
子
山
、
さ
え
ず
る
う
ぐ
い
す
、
あ

り
に
け
り
」
堀
田
零
士
君
は
「
山
な
み
の
、
つ
ら
な
る

中
で
、
和
気
あ
い
あ
い
」
二
人
共
と
て
も
素
直
で
す
ば

ら
し
か
っ
た
。
池
田
君
は
６
月
の
レ
ッ
ツ
詩
吟
に
、
堀

田
君
は
７
月
の
レ
ッ
ツ
詩
吟
に
参
加
さ
れ
入
会
し
て
く

れ
た
。
堀
田
君
は
学
校
の
詩
吟
体
験
学
習
で
、
昔
の
文

化
に
興
味
を
持
ち
大
き
な
声
で
自
分
な
り
の
思
い
を
吟

第 35 回 碩心会温習会 会計報告
科 　 目 決 算 額 摘　　要

収
入
の
部

出 吟 料 159,000 円 1,000 円 ×159 名
大会補助金 60,000 円 本部より補助金
合 計 219,000 円

支
出
の
部

温 習 会

13,000 円 ホール、大会議室使用料
16,850 円 ホール、大会議室設備使用料
21,620 円 プログラム作成代
5,620 円 表彰状、詩文集

19,064 円 参加賞、その他
96,896 円 昼食代（お弁当・お茶）

傷 害 保 険 6,000 円 東京海上日動火災保険
事務・通信費 6,298 円 コピー、FAX、文具、電話等
会 議 費 13,986 円 反省会、その他
会 場 費 6,000 円 説明会
運 送 費 4,000 円 買い物及び当日運搬費
交 通 費 3,600 円 駐車場代含む
予 備 費 2,396 円 紙コップ、養生テープ、その他
小 計 215,330 円
本部会計返金 3,670 円
合 計 219,000 円

　

　
「 

惜 

別 

」

　 

　
　
　
　
鴨
原
隆
岳
先
生
を
偲
ぶ

じ
、
気
持
ち
が
良
く

楽
し
か
っ
た
と
、
入

会
へ
の
思
い
を
話
し

て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
和
支
部
　
黒
田 

慶
岳

恙
な
く
審
査
終
え
り
を
報
告
す

　
　
　
　
　
旅
立
ち
て
早
や
四よ
つ
き月
の
墓
前

師
の
残
し
し
吟
詠
資
料
ひ
も
と
け
ば

　
　
　
　
　
吟
へ
の
思
い
深
く
伝
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
和
支
部
　
大
江 

晴
岳

さ
よ
う
な
ら
ま
た
来
週
と
別
れ
し
に

　
　
　
　
　
詩
吟
の
師
逝
く
当
日
の
夜

漢
詩
と
和
歌
新
体
詩
な
ど
吟
じ
つ
つ

　
　
　
　
　
逝
き
し
師
の
姿
浮
か
ぶ
試
験
日


